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01事業報告
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２０２２年度は、オミクロン株による新型コロナウイルス感染症拡大、ロシアのウクラ
イナ侵攻、国際商品相場の高騰、中国のゼロコロナ政策、欧米のインフレ加速と景気悪
化などにより、想定外の展開となった。

国内は、昨年春先までの「まん延防止等重点措置」により欧米に比べ脱コロナ／ウイズ
コロナで出遅れ、対ロシア制裁の影響による物価上昇もあり個人消費の回復が遅れた。
その後、全国旅行支援や入国制限の緩和などによる飲食・宿泊などのサービス消費や円
安が追い風となるインバウンド消費、設備投資の回復などにより日本の社会経済活動は、
正常化に向かいつつあり、機動隊等の対応する事象は増加が見込まれている。

こうした中、5月に日米豪印首脳会合（QUAD）が開催され、9月には故安倍晋三元首相
の国葬儀が執り行われた。特に国葬儀においては、海外からも多数の要人が来日する中、
会場周辺や要人の滞在先での警護警備など万全の態勢で臨み、トラブルなく、警備事案
を完遂された。また、重要設備や行事の警備などにおいても一人ひとりがしっかりと職
責を果たし、総合力を発揮された。さらに警視庁機動隊は、昭和２３年５月に警視庁予
備隊として発足以降、今年で７５年を迎えた。公共の安全と秩序の維持のために弛まぬ
努力を重ね、その歴史と伝統を築いてこられた機動隊員の皆さんに改めて敬意を表する。

当会としての活動は、コロナ禍の下、前年度に引き続き交流激励会・優秀機動隊員の
海外警備事情研修の中止など会の主要活動は中止・延期を余儀なくされた一年となった。



02事業概要
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１．大規模警備支援

① 特別大規模警備支援（いずれも警視総監より当会に感謝状が授与された。）
日米豪首脳会合（QUAD）、故安倍晋三元首相国葬儀

② その他の大規模支援
広島平和記念式典、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典、尖閣周辺をはじめとする
国境警備

２．文化体育活動

① 全国優秀機動隊員の警備事情研修支援は中止

② その他の激励支援
警視庁機動隊観閲式、警備部内所属対抗術科大会、災害警備総合訓練、年頭部隊
出動訓練、警備部武道始式、広域緊急援助隊合同訓練（いずれも警視庁）
北海道警察機動隊フェア、東北管区広域緊急援助隊合同訓練

３．会員と機動隊員との交流激励会は中止

４．朝食講演会

例年通り１０回／年実施、会員限定のYouTubeによる動画配信実施

５．普及・啓蒙活動

① 機関紙「はげまし」の発行、ホームページの更新

② ホームページの更新・充実、カレンダーの発行



03収支決算
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２０２２年度の決算は、経常収益40,391千円に対して、経常費用29,292千円となり、当

期経常増減額は11,099千円の黒字となった。これは、日米豪印首脳会合（QUAD）や安倍

晋三元首相国葬儀に伴う特別大規模警備支援費の支出があったものの、交流激励会や海

外警備事情研修等多くの活動が引き続き中止を余儀なくされたこと等によるものである。

・経常収益については、受取年会費が会員減少に伴い1,145千円減少した。一方朝食講

演会参加料は、前年度の3回から例年の10回に増加したため2,577千円の増収となった

ことなどから、総計は対前年度1,494千円増の40,391千円となった。

・経常費用については、日米豪印首脳会合や安倍晋三元首相国葬儀に伴う特別大規模

警備支援があったものの前年度の東京五輪に伴う特別大規模警備費支援費用を下回っ

たことなどにより警備支援・文体活動援助費用が2,980千円減少した。一方、朝食講演

会の回数増により会議費が2,550千円増加したことに加え、システムセキュリティー費

用増や常任理事交代に伴うラップ期間の労務費増、印刷費・紙代の値上げなどもあり、

総計は対前年度1,548千円増の29,292千円となった。

・この結果、当期経常増減額は11,099千円の黒字（対前年度53千円減）となった。



04正味財産増減計算書
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2022.4.1～203.3.31（単位：千円）

2022年度 2021年度 増減

受取会費 31,370 32,515 △1,145

講演会費 3,195 618 2,577

賛助広告料 5,560 5,500 60

一般寄付金 100 100 0

雑収益 166 163 2

経常収益計 40,391 38,896 1,494

警備支援・文体活動援助費用 2,934 5,915 △2,980

機関紙・カレンダー発行費 6,911 6,839 71

会議費 4,514 1,964 2,550

労務費・経費 12,034 10,287 1,746

賃借料 2,246 2,139 107

その他 650 597 52

経常費用計 29,292 27,743 1,548

当期経常増減額計 11,099 11,152 △53

当期一般正味財産増減額 11,099 11,152 △53

正味財産期末残高 105,370 94,270 11,099



05貸借対照表
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2023.3.31現在（単位：千円）

2022年度 2021年度 増減

流動資産 71,743 61,420 10,322

固定資産 60,480 60,539 △59

資産の部（資産合計） 132,223 121,959 10,263

流動負債 24,602 23,688 914

固定負債 2,250 4,000 △1,750

負債の部（負債合計） 26,852 27,688 △835

正味財産の部（正味財産合計） 105,370 94,270 11,099

負債及び正味財産合計 132,223 121,959 10,263
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